
金
津
古
蹟
志
港

二
十

右
大
明
一
利
は
則
ち
鰍
訪
紳
枇
也
。
出
先
坊
は
別
首
長
磁
院
な
る
が
.
後

に
は
型
殻
院
と
い
へ
り
。
或
は
云
ム
。
今
野
間
寺
町
の
裂
な
る
根
品

榎
木
の
元
組
地
の
僻
総
花
、
此
の
雨
組
地
は
微
妙
公
小
松
陀
在
披
し

給
ふ
頃
‘
小
松
附
の
粧
卒
モ
の
地
の
諏
訪
一
脚
枇
を
氏
一
仰
と
鯨
崇
す
。

放
に
微
妙
公
広
治
元
年
比
苑
逝
し
給
ム
後
.
金
津
へ
飾
り
.
樫
木
捜

品
の
地
に
て
組
地
主
脇
は
り
‘
小
松
陀
て
の
氏
一
例
と
同
一
脚
な
る
に
依

り
て
‘
探
訪
一
例
枇
を
ぽ
氏
榊
と
す
と
い
へ
り
。
一

役
K
.
野
間
寺
町

の
探
訪
一
脚
刷
は
、
樫
木
・
橿
由
同
雨
組
地
の
制
収
卒
共
の
勤
諮
せ
し
枇
也

と
い
ふ
は
非
也
。
思
ふ

K
.
山H
川枇
は
覚
来
年
中
小
松
の
綴
訪
明
科
主

動
制
し
た
る
枇
た
り
と
い
へ
れ
ば
、
小
松
附
の
椛
卒
此
の
枇
を
ば
氏

紳
と
す
る
も
の
.
さ
も
あ
る
べ
し
。
さ
て
総
前
は
民
言
宗
忠
股
院
常

枇
の
別
賞
な
り
し
か
ど
.
明
治
元
年
十
二
月
一
例
俳
浪
揃
御
駿
止
に
付

き
.
別
賞
の
伶
彼
飾
し
て
武
問
監
物
と
改
抑
制
し
.
紳
織
と

た

り

現

諮
院
の
院
鋭
を
厳
し
、
仰
陥開
俳
酔
耐
を
取
除
き
.
採
訪
八
幡
の
枇
放
を

ば
掠
訪
…
糾
枇
と
し
‘
同
五
年
寸
一
月
村
耐
に
列
せ
ら
れ
‘
間
訟
を
世

か
れ
た
り
。

O
鷹
部
屋
偲
路

卸
紡
の
大
一
脚
は
.
m出
都
紀
に
、
八
千
矛
一
柳
姿
ロ高
志
訓
川
河
剣
吋
生
二
男

児
一
匙
御
名
方
榊
坐
a
鰍
訪
刑
制
服
訪
一
開
制
一
と
あ
り
て
‘
僧
浪
図
隊
妨

郡
K
銀
座
し
給
へ
り
。
東
鐙
に
、
建
艇
二
年
八
月
十
九
日
壬
反
4

可
v

禁
断
膨
狩
-w蜘
a

被
v
仰
己
守
畿
地
問
等
一
但
於
昌信
浪
簡
保
訪
大
明
紳
仰

繁
勝
-
者
a

被
ν
発
v
之
山
云
々
。
友
ど
あ
り
て、

信
濃
探
訪
明
科
の
御
按

胞
と
て、

上
代
よ
り
彼
の
一
糾
枇
K
騰
を
飼
ひ
世
け
り
。
放
に
世
に
限

紡
大
一
脚
は
騰
を
守
政
し
給
ふ
一
柳
の
如
く
い
ひ
な
し
け
る
と
也
。
さ
れ

ば
金
綿
花
て
も
.
此
の
泉
純
に
諏
訪
問
…
仰
を
勅
開
削
し
て
‘
磁
の
守
税

制
と
山
読
め
し
も
.
北
ハ
の
根
元
は
諏
訪
明
榊
の
鈴
鹿
よ
り
起
り
た
る
も

の
な
り
と
削
ゆ
。
古
老
の
僻
設
K
云
ム
。
昔
は
此
の
野
悶
寺
町
な
る

探
訪
一
脚
刷
の
後
白
地
忙
一

町
あ
り
て、

品一A
陀
誹
侯
の
服
部
屋
を
建
て

泣
か
れ
た
り
。
放
に
膨
匠
の
人
々
も
此
の
地
に
邸
地
を
脇
は
り
.
公

に
居
住
す
。
依
っ
て
隊
紡
明
榊
は
般
の
守
政
榊
也
と
て
、
鷹
匠
顕
よ

り
言
上
し
て
此
の
地
陀
勧
請
す
。
円
日
終
部
屋
此
の
後
ロ
地
に
あ
る
ゆ

ゑ
在
り
。
然
る
に
此
ハ
の
地
尿
川
の
が
け
総
な
る
陀
依
っ
て
‘
何
崩
れ

陀
一選
A

か
け
て
危
か
り
し
と
て

‘
腹
部
屋
及
び
山
崎
匠
の
居
邸
材
陣
地
主

命
ぜ
ら
れ
、
共
の
筑
地
は
悉
く
か
け
務
ち
て
、
今
は
河
郎
と
成
り
し

か
E
.
限
紡
一
抑
制
の
後
凶地
主
ば
.
今
民
主
り
膨
庇
町
の
留
地
な
る

よ
し
い
日
体
へ
た
り
と
。
按
宇
る
に
‘
閣
官
市
昌
敏
問
答
花
、
脚
晦
部
屋

は
止
闘
は
浅
野
川
並
木
町
前
阿
兵
部
の
第
地
に
あ
り
し
を
・
立
文
の
初

頃
小
立
野

へ
移
さ
る
。

と
あ
り
。
か
L
れ
ば
利
常
卿
の
御
世
の
初
頃

は
‘自
抗
野
な
る
今
の
紋
訪
榊
枇
の
後
ロ
地
に
あ
り
し
を
、
後
陀
は
波
野

川
並
木
町
な
る
前
問
兵
部
醤
邸
の
地

へ
移
郎
せ
し
め
ら
れ
、
此
の
地

港
K
醐
励
匠
共
の
邸
地
を
も
賜
ひ
し
を
、
綱
紀
卿
の
降
立
文
の
初
比
、
小

立
野
山
岨
匠
町
の
地
へ
再
び
移
却
を
命
ぜ
ら
れ
し
に
や
。
但
し
利
常
卿

の
時
の
修
医
は
鰍
士
の
内
よ
り
抗
出
せ
ら
れ
し
も
の
陀
し
て
.
後
h
k

の
膨
匠
熔
仰
と
は
回
世
也
。
同
医
長
・
究
永
の
士
艇
に
て
知
ら
れ
け
り
。
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中
よ
り
.

に
市
胞
を
結
び
安
世
す
。
共
比
行
器
盟
国
薩
伏
見
山
花
登
り
・
抑
制
附
俳

を
拝
し
、
勝
五
郎
が
掘
り
出
せ
る
賞
金
を
以
て
、
更
に
七
寸
三
分
の

築
仰
仰
を
銘
て
、
彼
の
骨
時
的
問

E
ば
筒
め
入
れ
、
本
$
と
な
し
.

を
建
立
し
て
行
基
山
伏
見
寺
と
放
す
。
共
後
宮
搾
偽
#
官
崇
敬
し
て
伽

藍
を
逃
立
す
と
い
へ
ど
も
.
関
飢
の
頃
堂
宇
中
絶
し
、

漸
く
本
命
の

み
伏
見
山
に
あ
り
し
を
.
元
和
元
年
K
五
世
快
存
法
印
.
向
抗
野
な
る

金
協
古
政
志
巻
二

十

苛・

今
の
寺
地
主
奔
制
し
て
堂
宇
を
再
興
す
。
と
あ
り
。
砲
尾
紀
陀
は
、

行
基
北
関
へ

下
ら
れ
し
時
.
石
川
郡
比
一
字
を
逃
立
し
、
掛伸
行
寺
と

秘
す
。
今
伏
見
川
の
溢
陀
上
官
寺
屋
敷
と
い
ふ
地
あ
り
。
此
は
増
行

寺
を
治
癒
せ
し
に
や
。
叉
伏
見
村
の
つ
ピ
き
に
も
、
此
の
寺
の
跡
と

て
遺
蹟
あ
り
。
仰
れ
か
是
な
ら
ん
。
洋
行
寺
を
ば
地
名
K
依
っ
て
、

伏
見
寺
と
も
呼
べ
る
も
の
也
o
と
い
へ
り
。
平
衣
按
・干
る
に
・崎
町
行
寺

は
-
惣
図
加
賀
風
土
記
K
、
石
川
郡
洋
行
寺
寄
岡
三
十
六
束
三
畝
間

行
器
開
器
之
地
也
。
と
あ
り
て
、
伏
見
守
は
貨
に
滞
行
喝
な
る
が
、

い
陀
し
へ
寺
川
叫
に
地
名
と
開
放
を
呼
び
た
る
多
し
。
所

vm閤
披
寺
を

三
井
寺
と
呼
べ
る
が
如
し
。
古
今
著
開
銀
に
・携
津
閣
情
澄
寺
と
云
ム

山
寺
を
.
村
人
吉
よ
し
寺
と
ぞ
申
し
侍
る
と
あ
り
。
叉
関
山
私
記
に

云
ム
。
伏
見
寺
の
紋
は
燃
也
。
n
北
は
村
井
又
兵
街
の
弟
、
そ
の
さ
吉

民
営
幼
主
と
止
り
、
伏
見
寺
陀
居
た
り
し
に
、

草
加
秘
高
徳
公
の
仰
せ

陀
依
っ
て
還
俗
し
.
村
井
の
下
屋
敷
陀
居
住
し
‘
男
子
多
く
出
生
せ

り
。
共
の
子
供
の
内
一
人
ま
た
押
陣
営
幼
主
と
な
り
‘
伏
見
寺
陀
居
た

り
。
是
ゆ
主
に
蛾
を
定
紋
と
す
。
銀
は
村
井
の
定
紋
な
り
。
村
井
の

家
中
陀
村
升
梨
と
い
ム
あ
り
。
彼
の
坊
主
が
末
葉
也
と
ぞ
。

O
伏
見
寺
薬
師
来
歴




